
肉牛飼養技術研修会

日時 :  2011年6月 11日 (土) 午前100寺 -110寺

場所 :  ランチョ エルパソ 2F

話題提供 :1)黒毛和種放牧育成牛に対するでん粉粕サイレージの給与法
道総研 畜産試験場 大丼 幹記

2)トウモロコシサイレージを利用した和牛の肥育
道総研 畜産試験場 杉本 昌仁

質疑・討論 :

特定リト営利活動法人 環境リサイクル肉牛協議会
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放牧用補助飼料原料の影響

1.PPSの有無
(PPSは補助飼料に利用できるのか ?)

2.とうもろこしの 加 工 強 度

(高圧ペン vs 低圧ペン)

黒毛和種去勢牛4頭を用いて、

チモシー主体草地にて消化試験を実施

放牧用補助飼料原料の影響 摂取量・消化率

PPSの有無    PPSあ り  
′
PPSなし

とうもろこし   高圧 低通 高圧 低圧
:長鷲え」量(kgDh/11

放ぢこ1睾  4.4  4.8  4`0  4.4
1業 3カ食司:1  35   3,5   35   36
消化率(%)

Dふ滅 76.0  72′ 9  72.4 748
CP 382 69.0  66_6 666
NDF 786 758  70`7 761

第一胃内アンモニア態窒素濃度

資専層切ζ傘鑓
|.■1■ 低在ベンのみ

黒1毛和種放牧育成牛に対する
でん粉粕サイレージの給与法
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放牧用補助飼料中におけるPPS混合割合の検討

・PPSは補助飼料中にどれくらいまで

混合することができるか ?
・PPS混合割合 (乾物比0、 20、 40、 60%)
について検討

黒毛和種去勢牛4頭を用いて、

メドウフェスク主体草地にて消化言式験を実施

補助飼料構成についてまとめ

・加工強度の高いとうもろこしを使うことにより放
牧草のCPを有効活用することができた。

・放牧用補助飼料中PPSの混合割合を20%以上
に高めても放牧草の摂取量に影響はみられな
かつたが、補助飼料の摂取量はPPSの 混合害|
合が増加するにともなって減少した 。

放牧とPPSを活用した黒毛和種去勢牛の育成

目的 :PPSを 50%(乾物比)混合した補助飼
料を給与しながら実際に放牧で育成を
行ってその効果を確認

放牧地 :造成2年 目

メドウフェスク主体草地を用いた。

PPS混合割合の検討 第一胃内VFA組成
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PPS混合割合の検討 摂取量口消化率
PPS混合書4合 (1ゆ

_         0    20   40   60
授取量(kttM)

DM 72.1  76.4  776  78_5

CP 62.3 635  67.4 69,7
NDF 680 75_173076.1
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放牧育成 試験方法

供試牛 :黒毛和種3カ月齢 16頭

8ヵ月齢まで放牧 (5～ 10月 )

試験処理 :補助飼料給与量 (乾物比PPs50%)
少給区11日 1頭あたり40g8W075
標準区:1日 1頭あたり50g/BW075

月 齢 345870
体重(聰目安, 90  115 140 165  190 215
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放牧方法

5～ 7月 :30a、 滞牧日数2日 、9～ 12牧区

8～ 10月 :60a、 滞牧日数3日 、8牧区

草地の状況
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摂取量

豊生革弩澱量
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放牧育成試験まとめ

給与した補助飼料を残すことなく摂取していたこ
とからPPSを 50%まで混合することが可能。
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補助飼料の給与量が少給区であつても日増体量
で0 8kgを越える良好な増体が得られた。

留意点

(1)でん粉粕に添加する尿素の取り扱いは、
関連法令を遵守すること。

(2)高増体を得るためには、栄養価の高い放
牧草を利用することが重要である。

(3)ジ ャガイモ塊茎褐色輪紋 病 ウイルス

(PMttV)の 拡散を防ぐためPPS給与を実
施した放牧草地跡に馬鈴薯は栽培しない
こと。

食草および反劉時間
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食草および反割時間 (6:00～ 18:00)

7月 中旬 :約 5ヶ 月齢
9月 上旬 :約 7ヶ 月齢

発 育

澪饉 ψ鰺   崖増然量 悌篠の籍こ1 篠長の俸ご
鐸申キ 終了警  嶺J臓)  (帥)   級 )

婦 EX1 88.62鑢 4 a81  17.1  219
標準区 80_8 2123 085  16_9  269
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円/kg
母纏平均擁優.(東証22ヽ神

とうもろこし

サイレージで
禾口生卜を肥育

肥育期間の飼料摂取量

記塁  雷鼻 大豆粕サイレージ
7蘇

層区 3.lt 29kg 5。 3t
6蘇

層区 2。 8t 29kg 5。 6t
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全道レベルの枝肉重量

脂身が少し黄色い

全道平均
BFS

3.0

g市1限区

普通の肥育誠藩7.7%
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優れた体重増加
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